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(百万円未満切捨て)
１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 81,273 21.2 6,458 80.4 7,095 64.2 4,624 7.1

2021年３月期 67,054 △5.4 3,580 △27.1 4,322 △27.3 4,318 11.1
(注) 包括利益 2022年３月期 5,940百万円( △2.5％) 2021年３月期 6,092百万円( 134.6％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年３月期 155.16 ― 4.8 5.6 7.9

2021年３月期 144.90 ― 4.7 3.6 5.3
(参考) 持分法投資損益 2022年３月期 △176百万円 2021年３月期 47百万円
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 131,928 102,721 74.9 3,314.53

2021年３月期 122,914 97,488 76.3 3,145.77
(参考) 自己資本 2022年３月期 98,786百万円 2021年３月期 93,756百万円
　

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2022年３月期 4,691 △5,079 △627 16,711

2021年３月期 5,990 △2,797 △1,173 17,495
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 ― 11.00 ― 11.00 22.00 655 15.2 0.7

2022年３月期 ― 11.00 ― 20.50 31.50 938 20.3 1.0

2023年３月期(予想) ― 15.00 ― 15.00 30.00 22.4
(注) 2022年３月期期末配当金の内訳 普通配当18円 本社移転記念配当2円50銭
　

　

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 40,000 1.8 2,800 △10.7 3,150 △11.4 1,950 △19.9 65.43

通 期 80,000 △1.6 5,700 △11.7 6,250 △11.9 4,000 △13.5 134.21

　　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期 33,006,204株 2021年３月期 33,006,204株

② 期末自己株式数 2022年３月期 3,202,199株 2021年３月期 3,202,035株

③ 期中平均株式数 2022年３月期 29,804,037株 2021年３月期 29,804,240株
　

(参考) 個別業績の概要
１．2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 63,885 20.0 4,210 74.2 4,982 58.2 2,890 △18.0

2021年３月期 53,254 △4.3 2,416 △24.3 3,148 △23.7 3,524 28.1
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期 97.00 ―

2021年３月期 118.24 ―
　

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 90,522 72,688 80.3 2,438.87

2021年３月期 88,396 69,845 79.0 2,343.47

(参考) 自己資本 2022年３月期 72,688百万円 2021年３月期 69,845百万円
　

　

　

２．2023年３月期の個別業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）
　

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 32,000 2.6 2,200 △13.7 1,550 △14.3 52.01

通 期 64,000 0.2 4,400 △11.7 3,100 7.2 104.01
　

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注
意事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染拡大による景気の悪化から、海外各国の経済活

動再開に伴う輸出の増加等により、企業活動に持ち直しの動きが見受けられました。しかしながら、半導体不足や

資源価格の高騰、長引く新型コロナウイルス感染症の影響など、先行き不透明な状況となっております。

このような環境のなかで、当社グループが営業の基盤を置く名古屋港の港湾貨物は、輸出は自動車や自動車部品

等が増加し、輸入はアルミニウム等が増加したことにより、ともに前年実績を上回りました。

当社グループといたしましては、2021年９月に本社移転および集約を実施し、オフィス環境の改善と各種ＩＣＴ

ツールの利活用を推進いたしました。取扱いについては、輸出貨物は自動車部品等の取扱いが増加しました。輸入

貨物は非鉄金属等の取扱いが増加しました。

これらの結果、当連結会計年度の当社グループの売上高は、812億73百万円と前年同期と比べ142億19百万円

（21.2％）の増収となりました。

営業利益は、64億58百万円と前年同期と比べ28億77百万円（80.4％）の増益となりました。

経常利益は、70億95百万円と前年同期と比べ27億72百万円（64.2％）の増益となりました。

親会社株主に帰属する当期純利益は、46億24百万円と前年同期と比べ３億５百万円（7.1％）の増益となりまし

た。

　

セグメントの経営成績は、次のとおりであります。
　
＜港湾運送およびその関連＞
　
港湾運送部門

当部門は、船内および沿岸作業ならびに海外での取扱いが増加したことにより、取扱いは増加となりました。

売上高といたしましては、480億７百万円と前年同期と比べ84億38百万円 (21.3％）の増収となりました。

　

倉庫保管部門

当部門は、自動車部品等の取扱いが堅調に推移したことにより、取扱いは増加となりました。

売上高といたしましては、96億77百万円と前年同期と比べ14億17百万円 (17.2％）の増収となりました。

　

陸上運送部門

当部門は、鋼材を中心とした内国貨物輸送が増加したことにより、取扱いは増加となりました。

売上高といたしましては、122億40百万円と前年同期と比べ19億43百万円 (18.9％）の増収となりました。

　

航空貨物運送部門

当部門は、緊急輸送の増加により、輸出入ともに取扱いは増加となりました。

売上高といたしましては、58億88百万円と前年同期と比べ18億69百万円 (46.5％）の増収となりました。

　

その他の部門

当部門は、梱包作業等の増加により、取扱いは増加となりました。

売上高といたしましては、37億97百万円と前年同期と比べ４億82百万円 (14.6％）の増収となりました。

これらの結果、港湾運送およびその関連の売上高は、796億10百万円と前年同期と比べ141億51百万円（21.6％）

の増収となりました。
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＜賃貸＞
　
当事業は、オフィス賃貸面積の拡大により、増加となりました。

この結果、賃貸の売上高は、16億63百万円と前年同期と比べ67百万円（4.2％）の増収となりました。

　

以上の結果、セグメント別の売上高は、以下のとおりであります。
　

セ グ メ ン ト 別 売 上 高 構 成 比
前年同期比増減

金 額 比 率

港湾運送

および

その関連

港湾運送部門 48,007 百万円 59.1 ％ 8,438 百万円 21.3 ％

倉庫保管部門 9,677 11.9 1,417 17.2

陸上運送部門 12,240 15.1 1,943 18.9

航空貨物運送部門 5,888 7.2 1,869 46.5

その他の部門 3,797 4.7 482 14.6

計 79,610 98.0 14,151 21.6

賃 貸 1,663 2.0 67 4.2

合 計 81,273 100.0 14,219 21.2

（２）当期の財政状態の概況

流動資産は、前連結会計年度に比べて33億67百万円増加し、383億52百万円となりました。これは、売掛金が22億

８百万円増加したことなどによります。

　固定資産は、前連結会計年度に比べて56億45百万円増加し、935億75百万円となりました。これは、設備投資等に

より建物及び構築物が86億15百万円増加したことなどによります。

　流動負債は、前連結会計年度に比べて12億５百万円増加し、166億66百万円となりました。これは、その他の流動

負債が31億60百万円増加したことなどによります。

　固定負債は、前連結会計年度に比べて25億75百万円増加し、125億39百万円となりました。これは、長期借入金が

24億82百万円増加したことなどによります。

　純資産は、前連結会計年度に比べて52億32百万円増加し、1,027億21百万円となりました。これは、利益剰余金が

39億63百万円増加したことなどによります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度の連結キャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローの収入、投資活動によるキャ

ッシュ・フローの支出、財務活動によるキャッシュ・フローの支出、これに現金及び現金同等物に係る換算差額

（２億31百万円の増加）があり、全体で７億84百万円の減少となり、現金及び現金同等物の期末残高は167億11百万

円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度の営業活動により得られたキャッシュ・フローは、46億91百万円（前年同期比21.7％減）となり

ました。これは、税金等調整前当期純利益69億65百万円（前年同期比9.2％増）、減価償却費が30億48百万円（前年

同期比12.1％増）が反映された一方で、売上債権の増加が22億10百万円（前年同期比44.6％増）あったことが主な

要因であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度の投資活動により支出されたキャッシュ・フローは、50億79百万円（前年同期比81.6％増）とな

りました。これは、有形固定資産の取得による支出が56億39百万円（前年同期比28.5％増）あったことが主な要因

であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度の財務活動により支出されたキャッシュ・フローは、６億27百万円（前年同期比46.5％減）とな

りました。これは、配当金の支払による支出が６億55百万円（前年同期とほぼ同額）あったことが主な要因であり

ます。
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期

自己資本比率（％） 76.8 76.3 74.9

時価ベースの自己資本比率（％） 27.7 28.0 26.0

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） 102.0 108.9 151.4

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 362.2 313.7 193.5

　自己資本比率：自己資本／総資産

　時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

　キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

　インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

　（注１）いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

　（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

　（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

　（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を

対象としております。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルスの感染者数減少により個人消費の回復が期待されるものの、

ロシア・ウクライナ情勢による更なる資源価格高騰の影響など、先行き不透明な状況が継続するものと思われま

す。

当社グループといたしましては、取扱貨物量の確保とともに、多様化・複雑化する顧客ニーズに対応するため、

国内および海外において、物流センターの機能強化ならびに輸送用車両および荷役機器の増強を引き続き進めてま

いります。

また、労働人口減少社会の中でも、企業として持続的成長をはかるため、職場環境の整備、人材育成研修の強化、

ＩＣＴを活用した省人化・省力化等に取り組んでまいります。これら施設の有効活用および施策により、営業収益

を確保拡大し、業績の向上に全力を尽くす所存であります。

なお、気候変動への対応を含むＳＤＧｓへの取り組みについては、社内横断的なプロジェクトチームを設置して

推進してまいります。

このような状況の下、次期の当社グループの業績は、売上高800億円（前年同期比1.6％減）、営業利益57億円

（同11.7％減）、経常利益62億5,000万円（同11.9％減）、親会社株主に帰属する当期純利益40億円（同13.5％減）

を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（日本基準）を適用しておりま

す。将来の国際会計基準（IFRS）の適用につきましては、我が国における制度適用の状況を踏まえながら検討を進

めていく考えです。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,385,884 18,236,361

受取手形 38,256 20,502

電子記録債権 494,466 687,489

売掛金 12,423,226 14,631,870

未収還付法人税等 75,216 95,329

その他 2,591,619 4,707,479

貸倒引当金 △23,398 △26,292

流動資産合計 34,985,272 38,352,740

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 62,696,607 71,412,704

減価償却累計額 △34,984,810 △35,085,900

建物及び構築物（純額） 27,711,797 36,326,803

機械装置及び運搬具 16,590,688 16,582,685

減価償却累計額 △12,789,213 △12,679,648

機械装置及び運搬具（純額） 3,801,475 3,903,037

土地 25,351,687 26,004,786

リース資産 980,979 865,791

減価償却累計額 △744,670 △648,988

リース資産（純額） 236,309 216,803

使用権資産 837,077 760,872

減価償却累計額 △519,101 △170,831

使用権資産（純額） 317,976 590,041

建設仮勘定 4,648,592 217,006

その他 2,147,933 2,389,395

減価償却累計額 △1,544,099 △1,533,285

その他（純額） 603,833 856,109

有形固定資産合計 62,671,671 68,114,589

無形固定資産

ソフトウエア 152,452 189,567

ソフトウエア仮勘定 92,975 122,696

リース資産 3,313 5,197

その他 39,113 42,248

無形固定資産合計 287,854 359,709

投資その他の資産

投資有価証券 20,158,623 20,765,863

長期貸付金 665,420 624,640

繰延税金資産 704,399 754,603

退職給付に係る資産 1,661,107 1,176,947

その他 1,985,673 1,984,305

貸倒引当金 △205,141 △205,139

投資その他の資産合計 24,970,082 25,101,221

固定資産合計 87,929,608 93,575,520

資産合計 122,914,880 131,928,260
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 4,902,096 5,442,523

短期借入金 4,820,000 2,500,000

1年内返済予定の長期借入金 93,328 247,444

リース債務 220,793 232,250

未払法人税等 1,307,603 846,241

賞与引当金 1,629,705 1,749,135

その他 2,488,195 5,649,190

流動負債合計 15,461,722 16,666,785

固定負債

長期借入金 1,065,032 3,547,687

リース債務 324,511 574,109

繰延税金負債 1,139,310 1,395,680

役員退職慰労引当金 6,920 8,411

退職給付に係る負債 4,604,553 4,100,613

資産除去債務 2,022,371 2,037,165

未払役員退職慰労金 179,625 179,625

その他 622,061 696,605

固定負債合計 9,964,385 12,539,897

負債合計 25,426,108 29,206,683

純資産の部

株主資本

資本金 2,350,704 2,350,704

資本剰余金 1,603,897 1,597,043

利益剰余金 86,139,877 90,103,348

自己株式 △2,304,630 △2,304,833

株主資本合計 87,789,849 91,746,264

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,209,042 7,704,605

為替換算調整勘定 △1,527,948 △870,030

退職給付に係る調整累計額 286,030 205,503

その他の包括利益累計額合計 5,967,124 7,040,078

非支配株主持分 3,731,798 3,935,234

純資産合計 97,488,772 102,721,576

負債純資産合計 122,914,880 131,928,260
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

売上高 67,054,325 81,273,354

売上原価 54,516,693 65,124,961

売上総利益 12,537,632 16,148,393

販売費及び一般管理費 8,956,951 9,690,307

営業利益 3,580,680 6,458,086

営業外収益

受取利息 37,582 11,135

受取配当金 525,533 687,095

持分法による投資利益 47,573 -

為替差益 21,925 63,040

その他 134,841 122,158

営業外収益合計 767,456 883,430

営業外費用

支払利息 19,097 24,251

固定資産除却損 - 33,662

持分法による投資損失 - 176,700

貸倒引当金繰入額 3,510 -

その他 3,276 11,779

営業外費用合計 25,884 246,393

経常利益 4,322,253 7,095,122

特別利益

固定資産売却益 - 79,584

投資有価証券売却益 1,640,292 -

雇用調整助成金 435,667 -

特別利益合計 2,075,960 79,584

特別損失

固定資産解体費用 - 209,700

固定資産除却損 21,628 -

特別損失合計 21,628 209,700

税金等調整前当期純利益 6,376,585 6,965,007

法人税、住民税及び事業税 2,009,179 2,003,718

法人税等調整額 △104,380 76,902

法人税等合計 1,904,798 2,080,620

当期純利益 4,471,786 4,884,386

非支配株主に帰属する当期純利益 153,194 259,929

親会社株主に帰属する当期純利益 4,318,592 4,624,457
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当期純利益 4,471,786 4,884,386

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,929,293 447,207

為替換算調整勘定 △482,139 683,810

退職給付に係る調整額 222,041 △79,767

持分法適用会社に対する持分相当額 △48,708 5,246

その他の包括利益合計 1,620,487 1,056,497

包括利益 6,092,273 5,940,884

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 5,868,857 5,697,411

非支配株主に係る包括利益 223,415 243,472
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,350,704 1,603,897 82,476,979 △2,304,537 84,127,043

当期変動額

剰余金の配当 △655,693 △655,693

親会社株主に帰属

する当期純利益
4,318,592 4,318,592

自己株式の取得 △92 △92

株主資本以外の

項目の当期変動額

（純額）

当期変動額合計 - - 3,662,898 △92 3,662,805

当期末残高 2,350,704 1,603,897 86,139,877 △2,304,630 87,789,849

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 5,369,505 △1,023,485 70,838 4,416,858 3,520,285 92,064,187

当期変動額

剰余金の配当 △655,693

親会社株主に帰属

する当期純利益
4,318,592

自己株式の取得 △92

株主資本以外の

項目の当期変動額

（純額）

1,839,536 △504,463 215,192 1,550,265 211,513 1,761,778

当期変動額合計 1,839,536 △504,463 215,192 1,550,265 211,513 5,424,584

当期末残高 7,209,042 △1,527,948 286,030 5,967,124 3,731,798 97,488,772
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　当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,350,704 1,603,897 86,139,877 △2,304,630 87,789,849

会計方針の変更による

累積的影響額
△5,296 △5,296

会計方針の変更を反映

した当期首残高
2,350,704 1,603,897 86,134,580 △2,304,630 87,784,552

当期変動額

剰余金の配当 △655,689 △655,689

親会社株主に帰属

する当期純利益
4,624,457 4,624,457

自己株式の取得 △229 △229

自己株式の処分 12 26 38

連結子会社株式の取得

による持分の増減
△6,865 △6,865

株主資本以外の

項目の当期変動額

（純額）

当期変動額合計 - △6,853 3,968,768 △203 3,961,711

当期末残高 2,350,704 1,597,043 90,103,348 △2,304,833 91,746,264

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 7,209,042 △1,527,948 286,030 5,967,124 3,731,798 97,488,772

会計方針の変更による

累積的影響額
△5,296

会計方針の変更を反映

した当期首残高
7,209,042 △1,527,948 286,030 5,967,124 3,731,798 97,483,475

当期変動額

剰余金の配当 △655,689

親会社株主に帰属

する当期純利益
4,624,457

自己株式の取得 △229

自己株式の処分 38

連結子会社株式の取得

による持分の増減
△6,865

株主資本以外の

項目の当期変動額

（純額）

495,563 657,917 △80,527 1,072,953 203,436 1,276,389

当期変動額合計 495,563 657,917 △80,527 1,072,953 203,436 5,238,101

当期末残高 7,704,605 △870,030 205,503 7,040,078 3,935,234 102,721,576
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 6,376,585 6,965,007

減価償却費 2,718,956 3,048,708

貸倒引当金の増減額（△は減少） 125 1,028

賞与引当金の増減額（△は減少） 54,431 119,430

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,456 1,490

退職給付に係る資産・負債の増減額 39,788 △133,937

受取利息及び受取配当金 △563,116 △698,230

支払利息 19,097 24,251

雇用調整助成金 △435,667 -

為替差損益（△は益） △162 △105

持分法による投資損益（△は益） △47,573 176,700

固定資産売却損益（△は益） - △79,584

固定資産除却損 21,628 33,662

投資有価証券売却損益（△は益） △1,640,292 -

売上債権の増減額（△は増加） △1,528,550 △2,210,329

仕入債務の増減額（△は減少） 696,921 451,454

未収消費税等の増減額（△は増加） 633,873 △960,256

その他 △307,720 △273,051

小計 6,039,780 6,466,237

利息及び配当金の受取額 611,251 719,688

利息の支払額 △19,097 △24,251

雇用調整助成金の受取額 428,752 -

法人税等の支払額 △1,203,079 △2,546,095

法人税等の還付額 132,425 76,369

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,990,033 4,691,948

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △3,129,367 △2,995,255

定期預金の払戻による収入 3,118,358 3,568,322

有形固定資産の取得による支出 △4,388,670 △5,639,521

有形固定資産の売却による収入 16,435 92,093

無形固定資産の取得による支出 △120,849 △139,325

投資有価証券の取得による支出 △103,332 △101,400

投資有価証券の売却による収入 1,761,590 -

関係会社株式の取得による支出 △50,000 -

貸付金の回収による収入 40,780 40,780

その他 58,042 94,497

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,797,013 △5,079,807

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,650,000 600,000

短期借入金の返済による支出 △1,800,000 △300,000

長期借入れによる収入 - 200,000

長期借入金の返済による支出 △93,328 △183,229

リース債務の返済による支出 △262,575 △241,854

自己株式の純増減額（△は増加） △92 △190

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

- △35,000

配当金の支払額 △655,693 △655,689

非支配株主への配当金の支払額 △11,902 △11,902

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,173,591 △627,866

現金及び現金同等物に係る換算差額 △136,774 231,121

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,882,652 △784,603

現金及び現金同等物の期首残高 15,613,148 17,495,801

現金及び現金同等物の期末残高 17,495,801 16,711,198
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。収益認識会計基準の適

用による主な変更点は以下のとおりであります。

(1) 輸入貨物の出庫料に係る収益認識

輸入貨物の入庫時に、入庫料等と併せて出庫料の収益も認識しておりましたが、貨物の出庫時に収益を認識

する方法に変更しております。

(2) 船舶代理店業務に係る収益認識

従来は顧客から受け取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、顧客への財又はサービスの提供に

おける当社グループの役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額から仕入先に支払う額を

控除した純額で収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首

の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び売掛金」は、当

連結会計年度より「受取手形」及び「売掛金」にそれぞれ区分表示しております。

この結果、当連結会計年度の売上高は2,269,812千円減少し、売上原価は2,269,413千円減少しております。営業

利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益に与える影響額は、軽微であります。また、利益剰余金の当期首残高

は5,296千円減少しております。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる連結財務諸表への影響はありません。

(表示方法の変更)

(連結貸借対照表)

前連結会計年度において、「流動資産」の「受取手形及び売掛金」に含めておりました「電子記録債権」は、重

要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。この表示方法の変更を反映させるため、

前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」の「受取手形及び売掛金」に表示していた

12,955,950千円は、「受取手形」38,256千円、「電子記録債権」494,466千円、「売掛金」12,423,226千円として組

み替えております。

(連結キャッシュ・フロー計算書)

前連結会計年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めておりました「未収消費

税等の増減額」は、重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。この表示方法の

変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」

の「その他」に表示していた326,153千円は、「未収消費税等の増減額」633,873千円、「その他」△307,720千円と

して組み替えております。
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(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１. 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が業績を評価

するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、港湾運送事業を中核とした海・陸・空にわたる総合物流業を営んでおり、名古屋港を中心とし

た国内および海外の拠点とのネットワークによるサービスを提供しております。また、土地・建物を有効活用した

不動産賃貸事業も手がけております。

従って、当社グループは「港湾運送およびその関連」と「賃貸」の２つを報告セグメントとしております。

２. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

３. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額(注)２港湾運送および

その関連
賃貸 計

売上高

外部顧客への売上高 65,458,809 1,595,516 67,054,325 ― 67,054,325

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,600 415,684 419,284 △419,284 ―

計 65,462,409 2,011,200 67,473,609 △419,284 67,054,325

セグメント利益 2,734,177 831,682 3,565,860 14,820 3,580,680

セグメント資産 90,851,736 11,413,470 102,265,206 20,649,673 122,914,880

その他の項目

減価償却費 2,451,131 267,825 2,718,956 ― 2,718,956

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

3,408,413 1,477,723 4,886,136 ― 4,886,136

(注)１． 調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額14,820千円は、セグメント間取引消去であります。

(2) セグメント資産の調整額20,649,673千円には、各報告セグメントに配分していない全社資産25,520,982千円

及び投資と資本の相殺消去4,871,308千円が含まれております。全社資産の主なものは、連結財務諸表提出

会社の運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。

　 ２． セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

　 ３． 経営者が経営の意思決定上、負債を各セグメントに配分していないことから、負債に関するセグメント情報

は開示しておりません。
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当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額(注)２港湾運送および

その関連
賃貸 計

売上高

外部顧客への売上高 79,610,119 1,663,235 81,273,354 ― 81,273,354

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,600 483,856 487,456 △487,456 ―

計 79,613,719 2,147,091 81,760,811 △487,456 81,273,354

セグメント利益 5,713,314 728,309 6,441,623 16,462 6,458,086

セグメント資産 97,458,258 15,594,959 113,053,217 18,875,042 131,928,260

その他の項目

減価償却費 2,629,656 419,051 3,048,708 ― 3,048,708

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

5,354,169 4,076,428 9,430,598 ― 9,430,598

(注)１． 調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額16,462千円は、セグメント間取引消去であります。

(2) セグメント資産の調整額18,875,042千円には、各報告セグメントに配分していない全社資産24,303,600千円

及び投資と資本の相殺消去5,428,557千円が含まれております。全社資産の主なものは、連結財務諸表提出

会社の運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。

　 ２． セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

　 ３． 経営者が経営の意思決定上、負債を各セグメントに配分していないことから、負債に関するセグメント情報

は開示しておりません。

４. 報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、当連結会計年度の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関する会

計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当連結会計年度の「港湾運送およびその関連」の売上高は2,269,812千円

減少しております。セグメント利益に与える影響額は軽微であります。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

１株当たり純資産額 3,145.77円 3,314.53円

１株当たり当期純利益金額 144.90円 155.16円

（注）１. 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

　親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 4,318,592 4,624,457

　普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

　普通株式に係る親会社株主に帰属する
　当期純利益（千円）

4,318,592 4,624,457

　普通株式の期中平均株式数（千株） 29,804 29,804
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３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度末
(2021年３月31日)

当連結会計年度末
(2022年３月31日)

　純資産の部の合計額（千円） 97,488,772 102,721,576

　純資産の部の合計額から控除する
　金額（千円）

3,731,798 3,935,234

　（うち非支配株主持分（千円）） (3,731,798) (3,935,234)

　普通株式に係る期末の純資産額（千円） 93,756,973 98,786,342

　１株当たり純資産額の算定に用いられた
　期末の普通株式の数（千株）

29,804 29,804

　

(重要な後発事象)

　 該当事項はありません。

　


